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おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し
浄
化
槽
補
助
金
制
度

覆
市
内
の
市
街
化
調
整
区
域
に
自
ら
居
住

し
て
い
る
既
存
専
用
住
宅
で
単
独
浄
化
槽

ま
た
は
汲
取
り
便
槽
を
合
併
浄
化
槽
に
転

換
す
る
方
（
法
人
は
対
象
外
）

※
令
和
３
年
３
月
１
日
ま
で
に
工
事
を
完

了
す
る
も
の
に
限
る
。

※
建
築
物
の
新
築
、
別
棟
の
増
築
お
よ
び

改
築
で
確
認
申
請
を
要
す
る
場
合
は
交
付

対
象
外

補
助
限
度
額
お
よ
び
定
数
　

▼
５
人
槽
＝
５８
万
４
０
０
０
円
（
５
基
）

▼
７
人
槽
＝
５９
万
８
０
０
０
円
（
４
基
）

▼
１０
人
槽
＝
６４
万
４
０
０
０
円
（
１
基
）

仏
令
和
３
年
２
月
１
日
ま
で

※
申
請
基
数
が
上
限
に
達
し
次
第
終
了
し

ま
す
。

物
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
☎
焚
２
３
５

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
水
道
の
使
用
水
量

を
正
確
に
量
る
た
め
、
８
年
ご
と
の
交
換

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
交
換
時

期
に
あ
た
る
方
に
は
、
メ
ー
タ
ー
の
交
換

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
お
知

ら
せ
を
配
布
後
、
市
の
指
定
事
業
者
が
敷

地
内
に
入
り
交
換
工
事
を
行
い
ま
す
。

交
換
工
事
期
間　
８
月
中
旬
～
１２
月
中
旬

※
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
給
水
装
置
お
よ
び
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、

交
換
に
支
障
を
き
た
す
場
合
の
改
善
費
用

は
有
料
で
す
。

※
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、
植
木

鉢
な
ど
の
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
犬
を
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に
つ

な
が
な
い
で
く
だ
さ
い
。

物
経
営
課
☎
９９６
・
１
４
８
６

未
使
用
マ
ス
ク
寄
附
箱
の
設
置

　
（
一
社
）
八
潮
青
年
会
議
所
で
は
、
市

内
公
共
施
設
に
未
使
用
マ
ス
ク
の
寄
附
箱

を
設
置
し
、
市
は
こ
の
取
り
組
み
に
協
力

し
て
い
ま
す
。
寄
附
さ
れ
た
マ
ス
ク
は
、

市
を
通
じ
て
市
内
の
福
祉
施
設
・
公
共
施

設
・
学
校
な
ど
に
配
布
し
ま
す
。

腹
７
月
３１
日
㈮
ま
で

複
市
役
所
、
駅
前
出
張
所
、
ゆ
ま
に
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館
、

八
幡
図
書
館
、
八
條
図
書
館

覆
未
開
封
・
未
使
用
の
マ
ス
ク
※
使
用
済

み
、
開
封
済
み
、
使
用
期
限
切
れ
の
マ
ス

ク
は
受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。

物
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
課
☎
焚
２

４
６草

加
都
市
計
画
事
業
稲
荷
伊
草

第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換

地
計
画
の
縦
覧

腹
７
月
２７
日
㈪
～
８
月
９
日
㈰

複
区
画
整
理
課

淵
稲
荷
伊
草
第
二
地
区
の
換
地
計
画
の
縦

覧物
区
画
整
理
課
☎
焚
４
６
２

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
費

支
給
認
定
の
有
効
期
間
延
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
踏
ま
え
、
現
在
お
持
ち
の
医
療
受
給
者

証
の
有
効
期
間
が
自
動
で
１
年
間
延
長
さ

れ
ま
す
。

覆
現
在
受
給
者
証
を
持
ち
、
令
和
２
年
３

月
１
日
か
ら
令
和
３
年
２
月
２８
日
ま
で
の

間
に
有
効
期
間
が
満
了
す
る
方

　
詳
し
く
は
、
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
県
健
康
長
寿
課
☎
０４８
・
８３０
・
３
５
６
１

交
通
事
故
被
害
者
家
族
へ

援
護
一
時
金
を
給
付

覆
平
成
３１
年
４
月
１
日
以
降
、
交
通
遺
児

な
ど
と
な
っ
た
県
内
在
住
の
方

※
交
通
遺
児
＝
１８
歳
以
下
の
方
で
、
保
護

者
が
交
通
事
故
（
陸
海
空
す
べ
て
の
交
通

事
故
）
に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は
重
い
障
が

い
を
負
っ
た
方

淵
１
人
に
つ
き
１０
万
円
（
１
回
限
り
）

仏
１１
月
給
付
分
は
８
月
３１
日
ま
で
、
令
和

３
年
５
月
給
付
分
は
令
和
３
年
２
月
２６
日

ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
、
申
請
書

類
（
交
通
防
犯
課
で
入
手
）
を
、
み
ず
ほ

信
託
銀
行
浦
和
支
店
（
〒
３３０
―
０
０
６
３

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２
―
６
―
１８
、

☎
０４８
・
８２２
・
０
１
９
１
）
へ

物
県
防
犯
・
交
通
安
全
課
☎
０４８
・
８３０
・
２

９
５
８

催
し
催
し

前
九
年
合
戦
絵
巻
の
物
語

腹
７
月
２３
日
㈷　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
資
料
館

覆
中
学
生
以
上

淵
八
潮
に
伝
わ
る
前
九
年
合
戦
絵
巻
の
由

来
や
絵
巻
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

講
師　
資
料
館
歴
史
資
料
整
理
員

弗
筆
記
用
具

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
７
月
１４
日
か
ら
７
月
２２
日
ま
で
に
、
窓

口
ま
た
は
電
話
で
資
料
館
（
☎
９９７
・
６
６

６
６
）
へ

藍
染
め（
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
）

腹
７
月
２６
日
㈰　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

複
資
料
館

覆
小
学
生
以
上

淵
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
綿
バ
ッ
グ
を
染
め
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
る

弗
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
厚
手
の
ゴ
ム
手

袋払
１０
人
（
申
込
順
）

沸
２５０
円
（
７
月
２４
日
ま
で
に
資
料
館
へ
）

仏
７
月
１４
日
か
ら
２３
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
資
料
館
（
☎
９９７・６
６
６
６
）

へ楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

腹
７
月
１８
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生
お
よ
び
保
護
者
同
伴
の
幼
児

淵
①
お
も
し
ろ
た
ん
か
つ
く
れ
る
教
室
②

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
直
す

払
①
２０
人
（
当
日
先
着
順
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

沸
①
は
無
料
、
②
は
必
要
に
応
じ
て
部
品

代
あ
り

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
９９４
・
１
０
０
０

～
開
館
３０
周
年
記
念
事
業
～

第
１２
回
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

腹
１０
月
４
日
㈰　
午
後
２
時
～
５
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
ま
た
は
ホ
ー
ル

覆
小
学
生
以
上

淵
▼
第
１
部
＝
参
加
者
に
よ
る
ピ
ア
ノ
の

名
器
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
」
の
演
奏

　
参
加
者
に
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
シ
ー
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

▼
第
２
部
＝
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
演
奏

沸
①
３
分
演
奏
＝
５００
円
②
５
分
演
奏
＝
８００

円
③
１０
分
演
奏
＝
１
０
０
０
円
（
第
１
部

の
み
）

仏
市
内
在
住
の
方
は
８
月
１
日
午
前
９
時

か
ら
、
市
外
在
住
の
方
は
８
月
８
日
午
前

９
時
か
ら
、
八
潮
メ
セ
ナ
窓
口
（
☎
９９８
・

２
５
０
０
）
へ

図
書
館
ツ
ア
ー
＆
図
書
館

体
験
講
座

腹
７
月
２５
日
㈯　
午
後
２
時
～
４
時

複
八
條
図
書
館
多
目
的
室

覆
小
学
校
３
年
生
以
上

淵
本
棚
の
整
理
・
資
料
の
返
却
作
業
・
本

の
探
し
方
な
ど
の
図
書
館
業
務
の
実
習

※
参
加
者
に
は
修
了
証
を
発
行

払
５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
７
月
１６
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
図
書
館
（
☎
９９４
・
５
５
０
０
）
へ

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

腹
▼
お
は
な
し
会
＝
７
月
２５
日
㈯　
午
後

３
時
～
３
時
３０
分
▼
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
迎

え
＝
７
月
２６
日
㈰　
午
後
１
時
～
５
時

複
八
幡
公
民
館
研
修
室

覆
２
歳
～
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者

同
伴
）

淵
お
は
な
し
会
に
参
加
し
た
後
、
参
加
者

の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
一
晩
図
書
館
内
で
過
ご

し
た
姿
を
写
真
に
収
め
贈
呈

※
ぬ
い
ぐ
る
み
は
消
毒
し
ま
す
。

払
５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
７
月
１５
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
図
書
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
５
）
へ

や
わ
た
と
し
ょ
か
ん
わ
く

わ
く
ク
ラ
ブ
「
割
り
ば
し

紙
球
飛
ば
し
機
を
つ
く
ろ

う
！
」

腹
７
月
２３
日
㈷　
午
後
２
時
～
３
時

複
八
幡
公
民
館
第
一
会
議
室

覆
小
学
生
以
下
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）

淵
割
り
箸
と
洗
濯
ば
さ
み
と
ゴ
ム
で
、
紙

球
を
飛
ば
す
ロ
ケ
ッ
ト
と
投
石
機
を
作
る

払
１０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
７
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
図
書
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
５
）
へ

科
学
あ
そ
び
「
カ
ラ
フ
ル

ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う
」

腹
８
月
２
日
㈰　
午
後
３
時
～
４
時

複
八
幡
公
民
館
第
一
会
議
室

覆
小
学
生
以
下
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）

淵
ス
ラ
イ
ム
を
作
り
、
い
ろ
い
ろ
な
色
を

つ
け
て
遊
ぶ

払
１０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
７
月
１６
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
図
書
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
５
）
へ

原
爆
パ
ネ
ル
展

腹
８
月
６
日
㈭　
正
午
～
１２
日
㈬　
正
午

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館

淵
戦
争
の
悲
惨
さ
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ

や
平
和
の
大
切
さ
、
尊
さ
を
伝
え
る
パ
ネ

ル
の
展
示

沸
無
料

物
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎
焚
８
１
１

洋
ら
ん
栽
培
講
習
会

腹
８
月
８
日
、
１０
月
１７
日
、
１２
月
１９
日
、

令
和
３
年
２
月
２０
日
（
各
土
曜
日
・
全
４

回
）　
午
後
２
時
３０
分
～
３
時
３０
分

複
八
幡
公
民
館
研
修
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
洋
ら
ん
の
栽
培
講
習

弗
自
前
の
洋
ら
ん
株
（
お
持
ち
の
方
）、

筆
記
用
具

払
５
人
（
申
込
順
）

沸
１
０
０
０
円

仏
７
月
１４
日
か
ら
３１
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公

民
館
内
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受
付
＝
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
へ

覆次の要件をすべて満たす方
▼聴覚検査日に八潮市に住民登
録がある方
▼生活保護受給世帯または市民
税非課税世帯の方
▼生後２８日以内に聴覚検査を受
けた方（ただし、特別な事情の
ある場合は生後６カ月まで）
対象となる検査
令和２年４月以降に受けた検査
検査の種類
自動聴性脳幹反応検査（自動Ａ
ＢＲ）、聴性脳幹反応検査（Ａ

ＢＲ）、耳音響放射検査（ＯＡＥ）
　
助成金額
自動ＡＢＲ、ＡＢＲ：上限５,００
０円
ＯＡＥ：上限３,０００円　
※お子さん１人につき１回限り
申請期限
検査日から６カ月以内
　詳しくは、市ホームページを
ご覧になるか、お問い合わせく
ださい。
物保健センター☎９９５－３３８１

新生児聴覚スクリーニング検査新生児聴覚スクリーニング検査
費用の一部助成費用の一部助成

　これから蚊が発生する季節を迎えます。ウイルスなどの
病原体に感染した人や動物の血を吸った蚊に刺されること
で、さまざまな感染症にかかる恐れがあります。蚊が媒介
する感染症にかからないためには、市民一人ひとりが、感
染症の流行地域で蚊に刺されない、住まいの周囲に蚊を増
やさない対策をすることが重要です。
○感染症流行地域では、蚊に刺されないようにしましょう。
　屋外の蚊が多くいる場所で活動する場合は、できるだけ
肌を露出せず、虫よけ剤を使用するなど、蚊に刺されない
対策をしましょう。
○住まいの周囲に、蚊を増やさないようにしましょう。
　蚊は、植木鉢の受け皿や屋外に放置された空き缶に溜ま
った雨水など、小さな水たまりで発生するので、日頃から
住まいの周囲の水たまりをなくすように心がけましょう。
※これらの対策は１０月下旬ごろまでを目安に行いましょう。
物保健センター☎９９５－３３８１

蚊を介する感染症の予防対策


